
令和７年度 第２回医療専攻医講演会 
第２回医療講専攻演会が６月20日(金)に本校社会科教室にて、新潟市在宅医療介護連携 

ステーション西第二・看護師 小川奈津 様、医療ソーシャルワーカー 渡邉浩行 様、新 

潟市保健衛生部地域医療推進課 志賀久美子 様、新潟市医師会医療課 細道奈穂子 様  

４名の講師先生をお迎えして行われました。 

志賀様と細道様から行政の保健師が様々な年代の市民の健康を守るために活動している

ことややりがい、さらに看護師や保健師として働きながらステップアップをめざして学び続

けることが大切であるということをお話をしていただきました。 

実習では、予防的観点から10代の医療専攻生が普段飲むペットボトルの原材料と成分表示 

を確認して、食生活を見直すことができました。また、「もしもカード」を使って自分自身

に「もしも」の時が来たらどうしたいのか？どんな医療を受けたいのかを考え、グループで他

者の考えをしることができ、有意義な時間を過ごしました。 

 

     

志賀様、細道様のご講演 

     

      ペットボトルの原材料を確認中           母子手帳は妊娠・出産・子育てで大切な物 

    
ゲームのカード「穏やかな気持ちにさせてくれる看護師がいる」と書かれたものもありました  


